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1. 港湾利用の問題点

昭和44年度の東京都港湾局よりの委託調査に関連して，報告書を作成した

結語として，次の点を強調させていただいた。すなわち，

「港湾を市民のものとするためには，基本的には，現在のシステムと新し

いシステムのいく種かのあり方とを比較させ，そのいく種かの新システムの

うち真に経済的なt低コスト性をもち，民主的かつ高能率で，正確，安定した

システムを市民によって選択させることであろう。行政の立場からは，それ

らのシステムを政策と して政治の場に提起することではなかろうか。それ故

にこそ，オベレーション，管理，開発のシステムの内容を今後も検討し，設

計することが望まれるのである。」ω

以上のよ うな提案はp 日夜その衡に当たられておられる港湾管理者内の方

がた，あるいは港湾経済の研究者において，既に自覚され，考究され，検討

されたものも含んでいるのではあるが，寡聞にして管理について，阪神ポー

トオーソリティ構想がある以外は，国民的な共通の話題となったものを知ら

ない。オベレーション技術に関する｜浪りは，つとに高見玄一郎先生の論文，

口述筆記等によってその構想は伝えられ，ポート ・コンピュータ論の展開を

みているωことは，周知！のところと）；！，.（われる。この研究計画も大きく進展し
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ていることは，関係者の一人としても誠に喜ばしいところである。ご承知の

ように，荘、は港湾の管理開発，オベレシーョン等において，一定の価値観を

導入すべき点をすでに港湾のオペレーションに関する「公共性」の経済的立

味を追求する過程で指摘した。

つまり，私は港湾の「公共性」とは，個別企業，個別産業（私的資本も しく

は個別資本〉に代表される資本の間で，港湾が平等に使われたり，無規定の

『一般公衆』が自由に使えることではなくて，むしろ日々顔を合わせる個々

人全体にとって有用であり，低廉な物価や快適な生活環境を保障し，また港

湾のために負担すべき費用を最小にとどめ，最大の利益をもたらす共同の生

産手段であるように港湾を維持開発することであると考えたわけで、あり，こ

の価値観こそが，私自身の港湾経済学の方法論につき吟味されるところでは

ないかと思われる。

港湾は，社会の再生産を可能ならしめる生産手段として機能している。港

湾を経由する貨物は原材料であれ，製品で・あれ，社会を支える有用物であ

り，価値ある商品であり，資本の循環の過程にある一つの形態である。港湾

統計上，廃棄物， くずもので出てくる貨物量は決して少なくないが，この貨

物そのものの輸送は社会的消貰’というべきものといえるものであって，港湾

がなければ，こうした有用物の供給や資本循環，廃棄物の処理等が停止し，

社会は大混乱に陥ることは明らかである。 （港湾、ス トを想起すれば足りる〉

こうした裏づけがあるからこそ，港湾は一般的労働手段と して重視され，

社会的所有化される素因があるのである。しかし社会的所有化，とりわけ公

有化されていく理由には，次の点が考えられる。

第1に土地的要因を含む港湾については，元来，土地は限定性をもつため

競争原理が働いて地代や土地1i0i格が上昇する結果，個別資本としては，利潤

部分を狭ばめられることを余儀なくされる。それ故，港湾の公有化や個別資

本による「平等な」共同利用が望まれること。

第2にタ ーミナノレ機能〈方向性，媒介VIミ，時間性を通過貨物につき決定す
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るような機能等〉に係る個別資木とか海運のような運輸資本のためだけでな

く，生産資本として稼働するもの（商品の形態をとる資本〉が港湾を通過す

ることが必要で、あり，そうでなければ，単なる施設である。つまり一般的労働

手段のうちでも，土地と結合した対象的条件の性格をもつことになるため，

生産物への価値の移転が行なわれなくなる，すなわち，貨物の流動がなけれ

ば港湾そのものは空費され，廃港となってしまうのである。ここで行なわれ

る価値の移転こそ港湾を利用する産業資本にとっては，特別利潤の源泉とな

るものである。海運が港湾を利用するからといって，海運にとってのみ生産

手段となっているかのように理解することは，誤りであると思われる。海運

においてすら，貨物を運ばなければ，つまり産業資木の生み出す諸種の商品

の移動を図らなければ，自らを存立させえないのは，自明のところである。

それでは，価値の移転はどのように起こるのか？それは固定資本が生産過

程で示すように，全体としての機能を停止する期間にわたって，価値を分割

しつづける。この移転の原理は原則として通過貨物の重量に対応して働く。

第3に，こ うして固定資本として循環が長期化することとあいまって，巨

額な先行投資が要請される。このことは，産業資本の要請にみあう経済規模

に応じた最大限の利用が整備目標とされるからである。

第4に，港湾が港湾としての役割を全うするには，一定以上の規模の土

地， 資木を要することは当然である。つまり，機能を果たすに必要な最小限

の諸種の港湾施設を一切揃えなければならないということである。

第一5に，港湾は物資輸送という物的流通の中核を構成することそれ自体

に，本来的に軍事的政治的性絡を備えており，日米安全保障条約及び日米行

政協定により兵持基地化している経済基盤主要港その他にみられ，国家支配

及び植民地従属国支配の中枢を担う施設ともいえる。

第6に，地方港湾にみられるごとく，住民にとってあるいは旅行者にとっ

て，生活の場やレクリエーションの場を提供することがあるm これは個人の

消費に役立っているわけであるがp ー而ではp こうした消質的性格をもっこ
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とも銘記する必要がある。（4)

こうした条件を土台にして，港湾は公権力の下におかれ，公権による管理

体制が成立させられているわけで、あるO

しかし，港湾の社会的所有化，公有化をすすめたことによって，新たな矛

盾に逢着した。 それは， 利用独占の方向とその競争の激化という事態であ

る。

生産手段は私的所有として独占的に利用できるとき，最も有効に働く。労

働と労働手段との結合は，工場制の組織のように，安定していなければ，計

画的な生産（港湾では用役の生産〉ができないのである。

そこで，港湾における私的所有が存立できる条件が求められることとなっ

た。その条件とは，専用埠頭の出現である。

専用埠頭が登場するに至るには，一般的条件がある。歴史的には， Marc 

hant Carrier段階における Merchartの埠頭所有があるが，資本主義経済

下においては，独占段階に到達したということである。独占段階に達したこ

とにより，大量生産，大量消費，大量輸送が可能となったのであり，巨大産

業資本の巨大需要が原材料に対して起こり，市場の独占的ないし寡占的占拠

によって，大量消費の道が聞かれ，かく して輸送におけるユニッ ト・ロード

化や専用船，大型荷役機械の導入による物資別専門輸送が行なわれ，個別資

木の似I）における専用埠頭とりわけ物資別の専門化を基盤とする専用埠頭＝私

的所有の埠頭の出現となってきたのである。

専用埠頭を発達させた理由は，まだこのほかにある。わが国においては，

原料海外依存型の資源構造と，産業資本の臨海地帯への立地は，安〈広い用

地の取得ができるこ と，しかも臨海に立地することにより，輸送距離，輸送

時聞を短縮し，輸送コストを抑えることができ，そのため，工業立地の条件

としても，工場に隣接する専用埠頭の設置を促進させた。

さらに専用埠頭が私的資本の投資対象となりえたのには，次の理由が考え

られる。
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ターミナノレのーっとしての港湾の機能を最小限に充たす要件はなんである

かというと，i繋船可能なパースないし少な くとも数パースをもっ埠頭こそが

最小の機能単位であるということ，ただし埠頭のみ単独では存在しえないの

で，部分的な所有により，公共投資による港湾施設に多くを依存しながら，

港湾そのものの機能を吸収しているといえるであろう。ここに「公共性」な

るものをあたかも公共埠頭にだけ係ることであって，私的埠頭には関係のな

いものだと捉えるものの限界がある。港湾、は一体となって防波堤も航路も綿

頭もその他の港湾施設等々を含め，物的要素と労働とが！動く時，始めて生産

的機能をもちうるのである。私的資木が港湾内のー埠頭に投ぜられたといっ

ても，それはあくまでも港湾の一部を補てんしたこと，さらにいうならば，

特別利潤を一層大きくすることを可能とする道を開いたにすぎないというこ

とである。

この点は，港湾取扱い貨物の品目別増加｜寄与率を女11ることにより，また専

用埠頭と不可分の原材料の動向をみれば，港湾利用の大筋の笑態を知ること

ができるコ専用埠頭では，近年公共埠頭の 3f音を取扱っているのである。

これを東京湾については，昭和34年から42年にかけての動きをまとめたこ

とがあり，湾内各港ごとの取扱い貨物の品類別分担率を明らかにした。∞次

ぎに，最近の5年間の動向について検討してみるこ とにしたい。（第1表参照〉

第l表東京湾港湾取扱い貨物公共・専用別推移 単位 ・千トン

36:i:!三 37年 38年 39年 40年

公

専

j与 I 31. 546 I 30. 010 I 32, 667 I 
用 I 68, 405 I 76, 154 I 100, 269 I 

ft 1. ( 〕内はフェリ ー貨物換算量

2. 運輸省港湾問「東京湾港湾計画の基本構想、資料」 。！日荊l42壬「〉より

注 （1）港湾経済研究所「結合一貫輸送調査報告書」 （昭和45年3月） p. 286 
(2）高見玄一郎「港湾運・）;I；と情報処理」 〔「港湾」 1969年4月号〕
問 「港湾の近代化一一輸送革新と港湾」 （「運輸と経済」 1969年10月号〉
同 「広域港湾論一一主としてオベレーツョンの観点から」 (Fl本港湾経済
学会王手報No.7 1969) 

同 「講(J:i＼－ 流通革命と東京湾の将来」 （東京湾総介開発協議会港・rrij委員



東京湾港湾取扱い貨物！立の適正化と港湾管理問題 83 

会議事録昭和44年12月18日〉
同 「港湾と情報システム一昭和45年5月20「！ 航jJ~脱r.n1における訪日目i」

（「港湾経済研究所」〉

同 「港湾におけるコンピュータリゼイション」 （「港約と↑，＇；·~'fl ジステム」
神戸市港湾局昭和46年3月〉

同 「港湾業務へのシステムズ ・アプローチ（1）」〔港湾経済研究所 1970年〉
(3) }ill稿「ターミナノレ・オベレーションと「公共性」 の経済的怠味」 〔｜｜木港湾経済
学会年報 No.8 1970〕

(4）社会資本の一般的労働手段の怠義については，宮本窓ー 「社会資木論」 （昭和
42年）p .16～24を参照

(5) Jill秘「東京拘内清治における貨物流動分担の動向」（「港約と貿易」 No.11 1970) 

2. 東京湾港湾取扱い貨物物資別流動の動向 （昭和40年・44年の比較〉

昭和140年と44年との湾内取扱い貨物盆を54品種別に検討比較してみよう。

この5年間で，東京湾の輸出規模〈貨物量〕は1.84倍，輸入規模も1.84倍，

移出規模2.06倍，移入規模1.68倍，港湾取扱い総量では1.85倍 となった。総

取扱いトン数は3億3,200万 トン（昭和44年〉である。 （第2表，第3表参照〉

昭和40年の港湾取扱い貨物の順位は，原油（3,102万 トン17.2彪〉，原YIII

(2,996万 トン，16.7%），鉄鉱石 (1,866万 トン，10.4%），石炭（1,549

万 トン， 8.6%），鉄鋼（1,528万トン， 8.5%〕，石力，，製品 (1,416万 トン

7.9%），輸送機械（859万トン，4.8%），砂利 ・砂 ・石材等（823万 トン，

4.6%），米 ・雑穀 ・豆（412万トン， 2.3，%），原木（367万 トン，2.0%）の

順であり，44年では，原油（6,880万トン， 20.げの，重油（5,000万 トン，15.

1%），輸送機械 （3,833万トン， 11.5%）石油製品（2,878万ト ン，8.7%) 

鉄鋼（2,778万トン， 8.4%），鉄鉱石 （2,552万トン， 7.7%）， 石炭（1,732

万トン， 5.2%），米・雑穀・豆（609万 トン， 1.8%）と変わった。

変化の特徴は，①原納，重油の比重が大きくなっていること，②鉄鉱石は取

扱い量は増えているが，比重は下がってきていること，＠輸送機械の比重が

2倍以上になったこと（その内容では， 77.2；＇＆は湾内カーフェリ ー輸送量〉④

石油製品は比重を増しつつ，取扱い量は2倍となったこと，⑤鉄鋼は湾内の品

純別取扱い比重ではやや減少傾向をみせたが，実質取J及L、量：では81%伸ばし
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ていること，⑥石炭，米穀類等は量的には横ばいながら，総、取扱い量の中で

は，比重を下げていることなどである。 44年は品種別には，パラツキが広ま

り，逆に取扱い上位品の集中度も一方では進行する傾向が出ている。いずれ

も上位は重油，原油，石油製品，鉄鋼等重化学工業原材料ないし製品である。

それでは，輸出入，移出入の実質取扱い量の面での動きはどうであろう

か，正常な傾向で，2倍以上の伸びのあったものを以下にあげてみよう。正

常な傾向でない場合というのは， 40年と44年を比べ，どちらかに全く扱いが

なかったり，極めて小さい扱い量であったりすると，その変化が査みとなっ

て現われるので，これを除外した。 （第4表〉

〔輸出品〕 米・雑穀・豆 4,454.5 (%) 樹脂その他化学工業品 293.8(%) 

麦 1,946. 1 綿 花 280.6

金属く ず 1.448. 8 輸 送 機 械 276.1 

その他非金属鉱 867.0 輸 送用 容器 254.1

分類不能のもの 850.0 動純物性製造飼肥料 252.5

取合せ品 465.0 そ の 他 機械 238.1 

薪 炭 400.0 その他窯業品 212.3

〔輸入品〕 取合せ品 1,123. 8 (%) 野菜 果物 265.9 (%) 

ヵ： ん 具 393.7 その他製造工業品 265.0 

輸送用容器 384.8 草作 炭 232.6 

木 製 口＂＇口 343.8 その他窯業品 227.9 

石油製品 336.3 原 ilil 224.0 

その他金属鉱 303.2 その他非金属鉱 223.0 

砂利 ・砂・石材 296. 7 その他農産品 204. 1 

ガラス類 287.3 その他機械 203.3 

その他繊維工業品 270.9 日 用 口口口 200.0 

〔移出品〕 石 灰 石 3,477.1 (%) イヒ 戸て子u. 薬 口ロ口 310. 5 (%) 

取合せ品 1,478.7 紙 ノ、。 ノレ フ 297.9 

羊 毛 796. 7 セ メ 、ノ ト 295.0 

カF ラ ス類 701. 8 米・雑穀・豆 270.5 

輸送機械 487.0 その他繊維工業J 256. 7 

砂利・砂・石材 465.6 (%) 非 鉄 金 属 238. 1 

コ ク ス 381. 7 原 木 228.4 

その 他農産品 364. 1 石 7111 製 ll口'I 206.8 
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〔移入品〕 その他窯業品 1,581. 9 (%) 

輸 送機械 473.2 

羊 毛 355.0 

その他非金属鉱 353.6 

その他畜産品 325.0 

その他繊維工業品 304.0

石 灰 石 254.5 

3. 東京湾港湾整備の政策的回顧

手ド 主9i 金 属
その 他 機械

鉄 鋼

ヵ： ん コ円目

イヒ ρ寸u.一 薬 ロロロ

麦

224.4 (%) 

222. 7 

214.4 

213.8 

211. 9 

207.6 

港湾整備計画が広域的，複数港湾管理者を通したものとして，東京湾にで

きあがったのは，昭和42年9月の「東京湾港湾計画の基木構想」が公式の計

画では初めてのものである。 （港湾審議会第30回計画部会了承〉この基木構

想、は，昭和50年を目標とした湾内各港の整備計画と土地造成計画を含むもの

であった。

これに続いて，運輸省第2港湾建設局は，i 昭和43年3月「基本構想Jを補

充するねらいで， 「東京湾における広域港湾計画」を発表したコ

内容的には，先の「基本構想、」を概括し，さらに東京湾地域における交通

輸送体系に関する計画に係る部分で，湾内のフエリ ーボート輸送計画，パー

ジライン輸送計画を加え，さらに東京湾横断堤計画を紹介し， 最後に東京湾

開発における今後の問題と題する1章を設け，港湾管理に関する問題，港湾

施設整備および土地造成にともなう技術的問題，船舶交通に関する問題，港

湾および臨海工業立地にともなう社会的問題の 4つの面からの問題点の摘出

を試みたものである。このうち，港湾管理に関する問題を除く後者の問題の

視点は，工学的問題か，もしくは政策論の判断基準設定に関する問題といえ

るのであって，当面する本題の中では取扱わないことにし，港湾管理に関す

る問題について簡単に紹介しておくことにする。

「広域港湾計画「においては，現行の港湾管理体制をこえる広域港湾とし

ての管理運営体制の確立の必要を説き，加えて，港湾施設の増強にともな

い，現港湾管理者の地方自治体に対し，財政的負担が過重化するおそれがあ
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るとして，港湾建設資金の総出方法については，外貿埠頭公開方式の資金調

達建設体制の登場をみるに及んだ今日においても，公lj1依等の形で出資金の

負担を求められる限り，やはり関係地方自治体の財政負担は問題として残る

と指摘していることである。

その後，同じ第2港湾建設局は，「昭和60年を目標とした首都圏地域の港湾

整備の方向（試案〉」を新全国総合開発計画が閣議決定される前の昭和43年

12月に作成発表した。 「（試案〉」は，はしがき，1.開発の基本的方向， 2.

首都圏地域における主要開発構想からなり，空間的対象を東京湾内に限定せ

ず，茨城，千葉県の大平洋側，相撲灘を見通すものであった。新全総で，九

十九里浜臨海工業地帯の開発は認められなかったため，後に 「試案」の中よ

りこの部分が削除された。

この「試案」段階では，地域開発と土地利用の長期構想、がもりこまれ，湾

内における産業開発に大きな制限を加えようとする意図がはっきり現われて

きた。その核心ともいうべき点は，昭和50年以降新たに造成される湾岸の埋

立地には，重化学工業の進出は極力押え，都市機能用地として活用するほ

か，重化学工業の新天地は首都圏では，鹿島灘臨海部等とした点である。ま

ずこ新たな輸送手段としてのパイプライン輸送に着眼し，湾内需要や全国への

石油配分基地を館山湾に建設し，超大型タンカーの湾内航行を排除するなど

の構想が加わってきたことである。

昭和44年5月に新たな日：本の国土計画の基本構想ともいうべき「新全国総

合開発計画」が閣議決定された。 「新全総」の考え方の基礎には，国土の抜

本的再編成と均衡ある発展を図る対策として，新ネットワークと大規模開発

プロジェクト，新しいシステム主体の三つの理念が採択された。新ネットワ

ークとは，人および物の流動を効率的に体系化する措置であって，総合的な

高速の交通体系とデータ通信としての情報通信網体系より構成されるもので

ある。港湾はこうした新ネッ トワークの一つの結節点として，全国的に影響

を与えあう有機的な機能を担うものとして重視された。ただし，東京湾その
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もののあ り方については，東京が中枢管理機能を高めるであろう ことが予想

された以外，明確な機能分担の方向は出されていない。

この 「新ネットワーク」の一要素としての総合的交通体系の構想が， 「新

経済社会発展計画」策定の過程で論議されることになってきた。総合的交通

体系とは，既存の交通機関が多様化，革新化される中で，各交通機関の機能

と特性に着目 しつつ，総合的視野に立脚した政策体系の中で活用することが

必要であり，こうした総合的政策体系に立脚した交通施設体系をいうのであ

る。ω新経済社会発展計画（昭和45年5月閣議決定，昭和50年目標〉の中で

は，適確な交通需要予測のも とに重点的かつ先行的な施設整備を行ない，輸

送の高速化，快適化， 通信の高度化等のサービスの向上のため，｜溢路打開を

早急に急ぐとともに，長期的視点に立った広域的，体系的な国土の新骨格の

建設を目指し， 輸送機関相互の協調体制を図り，施設の近代化を図るとうた

ったのであったが，肝心な 「総合政策体系」の立案には遂に到達するに至ら

なかったので、ある。

ただし，新経済社会発展計画策定の基礎となった経済審議会公共金融分科

会，社会資本研究委員会の報告によれば，社会資本整備の当面する三つの課

題と して，a，ナショ ナノレバニマム拡充への要請，b,［＇径路打開への要請，c,

新たな社会建設のための戦略投資の要請とに分け，計画期間中に予定される

「公共事業Jの相当部分は，a,bのための社会資本の充足となり，cに関

する主要プロジェク トを推進するためには，財政金融政策全体の再検討と社

会資本整備への民間資本の参加など，社会資本整備の全般にわたる新たな体

制の創出が不可欠で・あるとして，先行投資的分野に，民間資本の活動の場を

与えることを構想している。

ここで注目したいのは，「ナショナノレ ・ミニマム」をいかに決定するか，木

米国がその整備に責任を負うべき施設の範囲，整備目標を定め，計画期間中

に極力夫r境を凶るという計画l目標をいかに計量化するかという問題である。

同委員会が検討した段階では，ナショナル ・ミニマムの範聞ともいうべき施
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設を各種のタイプごとに生活基盤，生産基盤，国土保全に分類したに留まっ

た。 （港湾はナショナノレ ・ミニマムの生産基盤関係に据えられた。〕新経済

社会発展計画そのものにおいては，この整備目標については， 「部門別投資

額Jとして提示し， うち港湾、投資は1兆9,000億円（44年度価格で45年から

50年までの5年間の投資総額〉と定められた。これに対し，運輸省は，①こ

の新経済社会発展計画が策定されたこと，②港湾取扱い貨物量が増大してい

ること，③海上コンテナ輸送，フェリ ー輸送の木格化， 新規開発港ー湾の整備

促進，船舶航行安全対策の推進， 潟水汚染防止等公害対策推進の要請が新た

に起こってきたことなどから，第4次港湾整備5か年計画を昭和46年度から

50年度にわたる期間内で実施することを計画し， 46年2月5日の閣議了承の

下に，新5か年計画は結局，総投資額2兆1,000億円， うち港湾整備事業4

兆5,500億円，災害関連事業，地方単独事業等2,400億円， 港湾機能施設整

備事業2,100億円，予備費1,000億円の枠で進められることになった。経済情

勢や財政事情等が勘案されて，弾力的に実施されるであろう ことが期待され

るが，新5か年計画の狙いとするところは，①物的流通のための港湾の整備

を目指し，イ〉，外国貿易港湾の整備，ロ〉，圏内物資輸送における拠点港湾

の整備，②地域開発に関連する港湾の整備として，イ〉， 産業港湾の整備，ロ〉，

民生安定，地場産業育成のための地方港湾整備，③安全確保のための施策の

推進を図るため， イ〉， 狭水道航路の整備促進， ロ〉， 安全対策上必要な水

域外かく施設の積極的整備，④公害防止のための施策の推進と して海水油濁

防止施設の整備等諸種の公害防止施策がとられる予定である。詳細について

は，港湾審議会あるいは港湾管理者，関係省庁との聞の調整を待って実施計

画が出来てくるであろうし，また東京湾内の港湾計画への反映も近く現われ

るものと思われる。以上政策的に回顧をしてきたが，各段階ごとに前進があ

るとはいえ，しかし一貫した政策的立場は，現状対応型であることだけは，

事実である。

これを数量的にみるならば，港湾取扱い貨物量の推移を港湾整備のテンポ
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の指標としてきていることから，この動きの実態と予測値との関係，予測段

階の推定式を第2港湾建設局の資料により，次に掲げよう。担当者の立場で

は，経済活動の活発化が笑態と予測値とのズレをなしたのであって， 実際数

値（関数〉を推定式に入れてみるならば，修正値（44年14.5億 トン〉と実績

推定（44年16.2億トン〉との聞では大きな聞きとはならず，従来の推定式も

しくは港湾取扱い貨物量の推計方法は原則として正しかったのであろうと説

明している。∞ （次頁の図参照〉

次ぎに東京湾港湾整備計画の目標値と44年実績，第4次5か年計画策定時

の東京湾内の目標推計値を掲げておこう。
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第2表 昭和40年東京湾港湾取扱

品 類
千 業 JI!. 京

抽出 輸入 移 出 移入 抽出 1抽入 移出 移入

I * 
6, 963 40』599 - 526, 197 36, 143 31, 614 

農 2 米・雑 憩 ・豆 4,352 85.曲l 100 543, 653 39, 249 211, 530 

3 野菜・果物 !, 355 748 84,823 5.樹1 33, 227 

木 4 綿 iE 132 418 9,446 

5 その飽 食産 品 688 20，団3 52, 813 

産 6 羊 毛 169 80 

7 そ の他農産品 18, 693 3, 532 41, 437 

S 水 産 I日 1, 203 2, 192 2倒，746 8，田9 且3，曲4 29, 884 270, 445 

林
9 原 木 3, 782 39, 347 410 2,864,865 24, 148 791,418 

10 樹 』日 宮i 340 200 248 4, 5日 38, 207 

産
II そ の他不材 558 12, 261 4,260 12, 302 

12薪炭 I, 5担 3, 938 

13 石 IR - l,960,585 1,071 2, 189. 025 - 444, 553 120, 141 2白540,470

14 鉄 鉱 石 - 5,659，曲2 42, 059 189, 059 1,000 73, 672 お 945

鉱 15 その他金属鉱物 10，お8 16,356 92, 530 10.剖8 15. 929 

16 砂利・ 砂 ・石材 等 - 389,305 l,255,3剖 - 252, 875 3, 026. 3四

17 原 ηIi - 6,620，拍l 4,550 108, 041 - 457,571 19, 236 1凹 028

18 り ん鉱石 28, 785 3, 504 - 127, 434 7, 986 64，伍5

産 19 石 灰 石 - 787,6担 251 60 

油膜 主巨 181. 593 174, 8師 100, 548 148, 363 

21 その他非金属鉱物 I, 300 62 58, 3凹 II, 368 21, 621 l師＇982

械ご金属機l 監

22鉄鋼 218 28S 136 291 2, 548, 346 615，田3 27, 8話 308, 959 I, 110, 592 4, 078, 345 

ぉ非鉄金属 22, 882 55, 972 2, 239 26, 083 67, 038 

24金属製品 55 2, 415 I, 330 - 133,330 61, 395 

25 輸 送機 織 - 703,802 720, 764 3, 310 I. 354 501, 461 185, 922 

26 その他機械 1,3却 7,413 6, 572 281 81, 137 43, 962 

27 陶 磁 器 l,450 52 59 331 

28 -t メ ：／ト 89. 599 21.446 I. 588, 386 

化 29 ガ ラ ス額 2,804 316 358 17，即6

30 その他照準品 140 7, 792 2, 867 9, 778 

学 31 重 袖 ーし159. 540 4, 151, 332 I. 492, 804 35, 2叩 2. 808, 548 

32石油製品 32 678 68,885 2, 566, 099 652, 473 351 77, 415 143, 562 2, S55, 055 

33 コー ク，R 48, 782 3. 709 157, 117 337 12 150 41, 458 

工 34 そ白他石炭製品 500 305 JO, 916 157 14, 777 

35化学薬品 I, 284 116.412 36，伍6 2, 403 9, 651 95 746 363 372 

業 36 化 学 肥料 75, 118 15,437 30 875 23, 883 31,425 2. 704 41 239 122, 639 

37務讃巴九噂日 233 II, 747 992 128 44，回3 Ill, 105 

一 38抵パル プ 3, 305 34,>130 29, 148 856, 521 

軽 39 糸及び紡t.'（半製品 110 391 235 

工 40 その他繊維工業品 630 71 I, 658 539 

諜 41 砂 官邑 21, 737 7田 2,472 2. 502 489 312 42. 455 120, 645 

42 その他世料工業品 10,492 48, 596 61 435 2, 787 60, 979 581, 653 127, 728 

43 ヵ： /v 兵 2, 3田 291 6 187. 448 627 

雑 44 n m 吊1 243 2, 620 18 869 13, 506 129, 591 98 379 

コー 45コム製品 196 39 7, 088 6. 380 

7距 46 木 製 ," 1・『 46 220 19・1 •I, 225 6, 707 13. 266 

47 その他製造工業品 5 205 657 

48金属く ず - 202, 281 81, 105 60,4田 200 306, 431 24, 893 107. 363 

特 49 くずも の 625 114 3. 9•19 

50 動植物性製造飼肥料 15, 255 91, 173 1,077 7. 9.17 28. 816 35, 880 

51 出 ヨ5 明。 2, 329 192 

殊 52 戦 ；i; !TI 続出 2, 016 •125 78, 096 3.1. 177 

53 ）匝合せ，r:, 3 637 37, 731 48. 43.j 

剖分野1不能のも の ・16 19, 735 15. 240 

ノ、 ロ7，”6516, 127.802 IO. 742 735 9. 076. 611 ) 17，曲5 6, 765, 512 4, 204, 650 21, 372. 352 

一一一
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貨物量制品検別集計1; 単位；ト γ

神 査を Jll 東 京 湾 合 " 
Yエ7 (%) 

抽出 睦入 移出 移入 届出 匝入
IO ttt 移入

750 I, 116, 911 226，田Z 121, 932 750 1，臼3,108 267, 487 194, 145 2.105, 4叩 l. 17 

718 2, 4H. 607 437, 498 356, 612 818 2, 985, 260 477, 212 652, 708 4. 115, 9四 2.28 

2,978 224, 500 3,812 3, 165 3, 726 309,323. 9, 219 37, 747 3曲，115 
0. 2 
、

788 61, 730 10，日6 250 788 61,862 11.()()4 9, 696 関，350 0.04 

35，田7 267, 587 28, 553 11.429 35，剖7 286, 275 49, 236 64, 242 
435,6曲 o. 24 

382 19,277 10 80 382 19,446 剖 80 19明8 0 01 

5,259 l曲＇714 羽，国6 6,849 5, 259 127,407 42, 718 48, 286 詑3,670 0.12 

53,9釦 44, 927 18,2田 169. 959 62, 819 1羽，034 50, 333 645.1切 回8,336 0.49 

44.132 印2.991 213, 921 66, 425 44, 542 3, 495, 182 241, 851 887, 160 
3, 6曲 735 2.03 

9,365 117, 052 36,342 5, 181 9. 565 117,300 40. 898 43. 728 
211,491 0 ll 

1,240 8, 959 2, 110 195 1, 798 21,220 6 370 12.497 41.885 0 02 

1 l, 315 賞品 1, 127 1 1. 315 2, 334 5，国5 8, 715 0.00 

3 2, 110，剖6 722, 732 5,4倒＇143 3 4. 515, 784 843, 9判 10, 133, 638 15. 493 369 8. 61 

- 5,015師9 3, 518，幻O 4, 137, 884 - 10, 676, 351 3,634，田l 4,3却＇888 18,Gt拍，240 10. 37 

制3 846.131 147. 523 回＇148 843 制8,919 158, 471 120, 433 1, 228，届6 0国

1,362 15，届2 433，由7 2,8日，948 I, 362 15守田2 1, 076, 147 7, 138, 591 8, 231, 762 4. 57 

- 23, 379, 723 197,221 119, 366 一拍＇ 4弘 275 221，曲7 336, 435 31, 015, 717 17 23 

」 240,486 93, 291 4. 135 - 396, 705 101, 285 72, 304 570, 294 o. 31 

9 1,499 9 251 789, 193 789, 2曲 0.43 

- 339,2師 130, 273 203. 977 - 695, 745 お0,821 352, 340 1. 278，気お 0. 71 

6, 527 2曲，542 264, 585 3田町お3 6,527 213, 210 286,2曲 533, 664 1,039，即7 0.57 

1,704，田1 210,6叩 2, 209, 518 2, llO, 819 1, 951, 022 655, 910 5,8回，4弱 6, 805, 167 
15, 2!拍，555 8 49 

I曲，816 127, 718 72, 482 同，726 1回，816 129, 957 121,447 189, 736 
曲1,916 0.33 

168，倒9 19, 326 13, 931 担.603 169,379 19,326 147,316 98,414 534, 435 
0. 29 

1, 231, 637 110, 013 2 534, 224 2, 595, 033 l, 234, 947 lll, 367 3, 739, 487 3，叩l,719 8, 587, 520 
4. 77 

933, 871 198, 397 74, 833 33,851 940, 443 198, 678 157,3加 85, 226 1, 381, 637 0. 76 

・19,612 1,367 2回 19，回4 l, 426 E叩 1, 781 23, 071 0.01 

14, 179 1, 702 日 683 1, 412, 935 14 179 1, 702 85, 149 3，出拍，920 3, 191, 9田 1 77 

38，飢l6 9, 186 4, 475 6,977 39, 122 9, 186 7,637 24，凪3 80, 828 0 04 

団，479 羽.473 378 16,505 28, 479 30, 473 3,385 34, 075 88,412 0.砂4

27, 292 3, 925, 216 12, 264, 423 4，曲8,989 27, 292 5, 084, 7田 16,450，弼4 8,4曲，341 m，部3，お3 16 65 

1坦，077 712, 335 4,871，却8 2, 0田，329 161, 1師 858, 6お 7，随0，田9 5，日3，筋2 14, 164，日2 7. 87 

制。 186 58, 871 35, 954 133, 305 74, 730 234, 529 442，日4 0. 24 

4 2，幻4 216 504 2, 736 25，叩9 29, 149 0.01 

128, 602 148.170 172, 250 379, 782 132, 289 157,821 お4,4佃 729, 960 l, 404,470 0. 78 

287, 436 お9,5国 76，凹l 69，臼O 393, 979 277, 647 148 205 269，田2 1, 088, 893 0.6 

263,858 2叩，351 124, s踊 130, 551 2臼，目。 2叩，479 169，国2 お3,40Z 町8,013
0.54 

0. 73 

114, 774 216, 191 2日；，984 33, 930 118, 079 お0,621 55, 132 8田，451・ l, 314, 233 

ll,871 5, 3曲 554 11, 871 5,416 945 235 18,367 
0.01 

29, 446 12, 507 340 40 29, 517 12,507 l, 998 1, 2開 45,231 0. 02 

29,654 456, 348 40, 598 お，2ll 32.156 967, 397 問。753 156, 328 1, 239, 635 0回

247, 972 265, 769 1, 807, 512 151,817 2田，759 337, 240 2, 337, 761 340, s曲 3, 266, 740 I. 81 

342,869 4, 957 200 76, 429 343, 160 4，蝿3 187, 648 79, 356 615.127 0. 34 

518，お9 79, 853 3. 071 19，初2 537, 258 93, 359 132，曲玉 120, 301 阻止823 0. 49 

103, 274 5, 818 20, 050 l, 718 103, 470 5, 857 27, 138 8，田8 144, 563 0国

84,473 10,4剖 l, 7田 2,012 84, 667 14, 7凹 8, 552 15, 4岨 123, 426 0師

34,404 8,805 1,218 104 制，409 8，回5 1, 428 761 45,403 0.02 

3, 752 ll9,0田 73, 439 29, 222 3, 952 627, 738 179,437 196, 985 l，田8,U2 0. 56 

8, 1田 56, 745 5, 667 776 8, 106 56, 745 6,4佃 4, 725 75, 982 0 CH 

9,370 641, lll 187, 944 108，曲1 10, 447 649, 058 232, 015 235, ll4 1, 126, 634 0.62 

248, 571 2, 598 250.筑JO 2. 7田 253白6回 o. 14 

81,269 53, 743 l曲。213 45, 884 83, 285 54, 1曲 同4,3国 曲，国l 401,833 0 27 

27 517 11.677 12 603 11，倒4 33, 398 ll, 677 50, 337 60; 115 155, 527 0.曲

5蝿 149 85 200 596 149 19,8砧 15. 440 諸国1 0.02 

G 947 540 45, 140, 8四 31, 605, 705 位7,4田．凹l 7, 392, 410 曲，034,143 刊，553,0剖 57. 945. 7制 179, 925, 407 100.00 
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第3談昭和44年東京湾港湾取扱貨

』r., 事自
千 君臨 耳目 京

抽出 臨入 l移 tll 移入 輸出 抽入 移出 移入
l :≪ 20目697 3，依)9 140,854 - 698，お4 249, 482 24, 839 

民 2 j転， 緯按，豆 3,950 613 051 164, 750 116, 925 l,410 215, 443 13,677 204,461 

3野菜，果物 242 99 374, 739 5, 232 10, 125 

水 4 綿 1E I，叩8 50 113 602 9,632 

5 その他 £li!l1品 10,089 l, 119 8, 964 128 l, 145 30,615 17,862 

6 羊 毛 l佃 717 284 
産 7 そり他昔FNi品 26 97, 389 l, 241 156, 112 

8 水 産 ,r., 129 7, 651 14, 798 172, 529 19,080 402, 039 

林 9 Ji;( 木 - 277, 525 12, 9描 100.402 - 3,352, 203 89, 952 928, 822 

10 樹 目白 顕 2, 126 l,271 25,315 

産
ll その他木材 l, 016 4, 692 6. 180 4, 581 15,467 

12新政 576 関

13 石 E止 - 4，師43叩 - 2, 018, 245 - 657,858 147,816 2 256, 128 

鉱 14鉄鉱石 - 9,027,470 42.449 331, 474 4,474 669 24, 472 

15 そり他金属鉱 - 1,218回同4 45,428 - 163.233 10，剖2 34，謁8
16 砂草lj，砂，石材等 3,6田.553 2,447,481 760 428目751 3, 559. 493 

17 原 柑i - 2•1, 433, 434 9,40・1 186, 938 - 469,020 I0,945 52, 222 

18 り ん鉱石 68, 443 9,643 4』叩O 回.940 13, 250 21, 085 

19 石 Ii< 石 8,465 2，凹5907 240 1, 205 
産 20 』；1 暗証 8,548 - 125目536 71, 121 147,001 

21 その他非金属鉱物 田 033 12,972 368. 049 18, 747 52, 997 41, 785 581, 147 

22鉄編 制8,087 氏J0,6叩 4, 530, 556 2, 928, 215 40 457 180, 380 1, 971. 092 6, 132, 657 

書n非鉄金属 54.476 l拍.217 341 6, 273 37, 835 128，部8

機 24金属製品 8, 902 14.473 5, 738 233 105, 279 43, 779 
械 25愉送機蹴 - 7,8剖，043 8, 503, 042 33. 544 2,436 684, 485 149, 572 
エ フ ~v 内数（自航〉 - 7, 858, 294) (7,8'12,081) 2長
おその他機械 21.466 17.435 50 518 78 829 10.445 149 469 60.414 
27 胸 隠 器量 270 3.189 38 1,892 
28 セメ ント 301 228, 952 220 13,231 164, 759 

化 29ガラス顕 5, 194 7,816 2,519 504 時6 27, 533 
30 その他黒j;¥l:品 6. 521 169，日3 2,201 293 9,416 40. 432 

学 31lfi 員＂ - 1. 548,572 6,841,854 I, 916, 217 36, 666 4,434,456 
32石油製品 21, 201 I, 223, 169 4. 831 808 8•16, 897 63 57, 670 臼 913 5, 024, 981 
ヨ二 33 コ ー ク λ 22. 565 2, 906 3紙 796 15,979 44,878 
34 その他石炭製品 741 1.134 51 師8

業 35化学業品 5. 091 - 409,6伍 168, 565 1,443 19,558 275, 533 54 299 
36化学肥料 62, 550 58, 790 80, 194 89 2, 781 8, 985 76，凹9

37 染そ料り．他Z化H料学工，合梁成品樹脂 621 53，回9 7, 893 4,949 7,634 35, 952 175, 203 

38抵パルプ 592 17,414 5,177 140,894 83,871 I, 177目前4
経 39 来，及び£／j続半製品 62 8, 160 336 
工 40 その他繊維工業，r,, 1,627 2,428 21・1 I, 707 
業 41 砂 聴 68, 164 35,239 16,210 723, 991 33, 759 26, 685 
42 その他企料工業品 11, 303 70, 385 13. 076 73 937 739,844 325, 753 
43 ヵ： ん 具 7, IOI 76 334. 627 4,352 

雑 44 11 周 臣、 2,838 23, 782 14,087 3,046 81,337 18,361 
工 45 ゴム製品 105 633 51 1,391 1,2蝿

3長
46木製品 1,41 •1 19,652 6. 798 12,931 
47 その他製造工業品 632 353 394 
48金属くず 29, 085 186, 912 150. 615 28, 9r.3 3. 730 188. 582 99, 899 34. 943 

特 49 ＜ず もの I. 858 13, 383 3,094 2, 2叩
印動10!物性製造飼肥料 5，α抽 52, 624 15, 594 111 693 810 12, 769 以），782 71目577
51 礎 葺E 物 24, 019 138 1,805 

殊 52 愉送用科目t 6, 233 5. 082 108, 839 155,491 84制O 55,291 
日収合せ品 85. 867 部 098 557, 773 92, 329 
54 分額不能のもの 5，国6 28, 244 6. 995 
f守 計 797.051 13. 5:l7. 064 28. 848. 009 23, 597, 978 173. 151 8. 182, 185 6. 347，回8胡，840，田3
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物置 54品種別集計表 単位；ト γ

お事 京 Jll 東 京湾 it 計 シェア ｛%〉
輔出 姶入 移出 事入 抽出計輸入計早出計 1移入計

14. 596 I, 159,830 211,641 237，臨6 14,596 1,878,891 464, 132 402, 759 2, 760, 378 0.8 

31,078 3, 189, 613 I, 112, 285 430, 203 36, 438 4, 018. 107 1, 290, 712 751, 589 6, 096, 846 I 8 

3, 704 419 937 2. 662 3, 771 3,803 794, 676 8, 136 '13. 8田 820, 511 0 2 

2, 1回 54,919 211 2. 210 56, 040 813 9,632 68, 695 。。

26, 887 4田，筏担 36,671 17，担5 27,015 492, 233 68, 405 44, 211 631, 864 0.2 

160 22.日当8 160 22，凪8 717 2ル4 23, 829 。。

7,872 165守195 154, 309 I, 216 7,898 262. 584 155, 550 157, 328 583, 3回 0.2 

65, 004 79, 683 29, 535 166, 121 79, 802 252, 212 48, 744 575, 811 956φ569 0.3 

16,314 1,311,392 449, 504 60, 139 16,314 4, 941, 120 552, 412 1,0回，部3 6 599 2凹 2 0 

569 1日，680 26, 353 572 569 l曲，8田 27, 624 25，回7 222, 886 0. I 

865 9.516 I 18 865 16, 712 4,582 20, 177 42, 336 。。

4 3,058 70 4 3,058 576 153 3, 791 。。

1,066 3, 120, 801 4四＇705 4, 650, 489 1,066 7，副3,049 576, 521 8, 924. 862 17,345,498 5.2 

40 6, 910, 450 4, 797, 933 4, 383, 044 40 15, 942, 394 4,841,051 4, 738, 990 25, 552, 475 7. 7 

125 I, 495, 451 274, 053 89, 953 125 2, 877，剖8 284, 655 169, 769 3, 331, 897 1.0 

1,2坦 45, 707 回5,148 4, 189, 345 1,228 46, 467 5, 010, 452 10, I田，319 15, 254, 4師 4.6 

- 43, 326, 591 2佃，5四 1凹＇230 一回，229，倒5 220, 948 348, 390 68, 798, 383 20. 7 

- 111,873 40, 087 7, 907 4, 9佃 241, 256 53, 337 38,635 338, 128 0 I 

I, 675 8, 705 2，αJS, 787 2, 017, 492 0 6 

5 .. α刻。 719, 013 お6,396 153,427 5，α四 853，凹7 337, 517 却3.428 l, 489, 042 0.4 

37, 842 332, 346 357, 681 937, 802 弱珂9 475，幻6 412, 438 I，田6抽8 2,831. 401 0.9 

2, 295, 371 244，叫3 2, 975, 816 5, 529，田2 2，田3915 1,0お＇133 9, 177,464 14, 5田，534 幻＇777046 8. 4 

186, 054 415, 195 1田，曲6 86, 486 1師 395 421, 4曲 289, 117 405, 671 l, 302, 651 0. 4 

152, 149 22, 987 叩，636 10，伍6 157，朗7 23, 220 164,817 68, 918 414,842 O. I 

3, 375, 597 l担，926 9，砧7,970 7, 917，回5 3,4凹，141 137. 362 18, 212, 498 16, 570, 469 羽＇329,470 II. 5 

- 6, 793, 489) 6，曲8,705) - 14,651,783) 14,7田，786) 位9,402，出，9)

2, 138, 674 393, 776 ll8，叩2 78, 845 2, 238，前9 404, 221 285,8田 189, 777 3 118, 773 0 9 

27, 302 2,443 32, 491 2, 443 38 2, 162 37, 13>1 。。

7, 223 542 237, 615 I, 574, 492 7, 283 762 251, 147 3, 438, 203 3 697, 395 1.1 

60，刷8 25,8回 47, 437 4, 201 63, 167 26, 387 53, 597 39, 5却 182, 701 0. 1 

41，由9 回，8回 14, 131 329, 046 43, 410 69 173 30，曲8 日9,041 国 l,752 0. 2 

54 3, 633, 722 23. 729, 058 7，酷3,335 54 5, 182, 294 30, 607. 578 14,214，叫8 50，回3,934 15 l 

195白5朗 I, 606, 633 10, 7田，510 4, 129, 554 216, 854 2, 887, 472 15, 676, 231 10，田1,432 28, 781, 989 8 7 

2,9剖 198, ll8 2面白332 21,0部 2, 9叩 220, 683 285, 219 467, 770 973, 662 0 3 

10 2 130 925 10 53 871 2, 9幻 3,861 0 0 

233, 164 208，四7 508, 203 873, 974 239, 698 228, 555 l, 193,402 I, 546, 838 3, 208, 493 1.0 

214, 187 223,8叩 105, 705 101,376 276, 826 226. 679 173, 480 257, 579 934, 564 0 3 

772, 674 3田＇7四 229, 173 103, 163 778, 244 404. 363 318, 734 Z師，259 l. 787, 6冊 0.5 

169, 324 501, 335 79, 7田 151,925 174, 80l 642, 229 164, 262 I, 347, 313 2, 328, 605 o. 7 
19,433 15, 921 1, 613 19,495 24,081 l,613 336 45, 525 0, 0 

50, 639 31,452 4, 914 I, 976 52, 266 33,880 5, 128 3φ回3 94, 957 。。

7,831 671,827 29, 792 15,027 24, 041 I, 463, 982 63, 551 136, 951 I，田8.525 0. 5 

344, 251 '!JJ, 776 1,805,6田 曲＇735 357, 327 407, 713 2, 5回，8訂 486, 873 3, 808, 7剖 I.I 

419,301 19, 464 4. 637 165,413 426, 402 19, 540 339, 264 169, 765 954, 971 0 3 

862. 941 183, 654 13,267 116, 166 877, 028 国6,7凹 97, 442 158, 309 I, 319, 479 0. 4 

174,691 8, 503 29, 757 2, 542 175, 323 8,554 31,253 3，刷。 218, 970 0. I 

86,014 30,913 3, 760 759 87, 428 50，田2 10,578 13, 6拍 162, 2羽 o.o 
43, 132 23,333 337 700 43, 765 23, 3お 690 I, 094 曲。882 。。

24, 443 71,804 63, 425 23, 153 57, 258 447, 298 313, 939 87, 059 同5,554 0.3 

10,335 64守5田 5，田8 l.424 10,335 77, 949 10, 020 3. 714 102, 018 0,0 

20, 572 629, 404 178, 736 167，曲l 26，担2 694, 797 245, ll2 おO，幻6 l. 316, 627 0 4 

- 294,845 - 319, 002 I, 805 3却，807 O. I 

103,0田 52，担9 54, 083 33, 842 211, 895 208, 420 144, 9珂 94, 215 659, 486 0, 2 

69, 547 35白1坦 15,089 20, 878 155, 414 131, 226 572, 602 113, 207 772, 649 0. 3 

5，郎6 28,244 6 995 40, 305 。。

12, 325, 041 ~3. 376, 422 ¥60. 7田＇97044, 855, 710 13,6凹＇242125，回5,671回5，臨＇ 78797四4,591 331, 9回，291 四 8
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第4表昭和44年／40年東京湾港湾貨物取扱い量品種別伸び率 単位；パーセント

積 ｜輸 出｜移 ~i· 

変 1946.1 114. 3 173. 5 207. 6 1, 131.1 

米． 雑 穀，豆 4454. 5 141.8 270. 5 115. 2 148.1 

¥,f 3匝 * 物 102.1 255. 9 88.3 36. 8 2釘.9 

綿 iE 280. 6 90.6 7. 4 ・99.3 82. 4 

その他農産品 75. 2 171. 9 138.9 68.8 144.8 

羊 毛 41. 9 116. 6 796. 7 355. 0 119. 2 

その他者産品 150. 2 204. l お4.1 325. 8 260. 3 

水 産 μ口" 127.0 194.0 96. 8 89. 3 107. 7 

原 木 36.6 141. 4 228. 4 122. 8 179. 9 

樹 ！~ 類 6. 0 144. 0 67. 5 59. 2 105, 4 

その他木材 48.1 78. 8 71. 9 161. 5 101.1 

薪 炭 400. 0 232. 6 24 7 3.0 43. 5 

石 炭 35, 533. 3（注〕 173. 7 48.3 88. I 112. 0 

鉄 拡 石 4, 0佃 0（注〕 149. 0 133. 2 108. 6 136.8 

その他金属鉱物 16. 8 303. 2 179.6 141. 0 271. 2 

砂利，砂．石材等 90. 2 296. 7 465. 6 142. 8 185. 3 

原 1曲 224.0 100.0 103. 6 221. 8 

り ん 鉱 石 490, 000. 0（注〉 60.8 52. 7 53. 4 59. 3 

石 氏 石 一〈注〉 -900 0（世〉 3, 476 1 254. 5 255. 6 

原 塩 500, 000. 0（注） 122. 6 146. 2 183. 3 116.4 

そ の他非金属鉱物 887 0 223.0 144 1 353. 6 272. 6 

鉄 鋼 152. 3 156. 3 156 4 214. 4 181. 8 

非 鉄 金 属 115. 9 170. 4 238 1 224. 4 216. 4 

金 嵐 製 品 92. 9 120. 2 111. 2 70. 0 77. 6 

輸 送 機 械 276.1 123. 3 487. 0 』73.2 446. 3 

その他機続 238.1 203.3 181. 7 222. 7 225. 7 

陶 磁 器 165. 2 171. 3 19. 0 121. 4 16.2 

セ メ "/ ト 51. 4 44. 8 295. 0 111. 3 115.8 

ガ ラ ス 額 161. 5 287.3 701. 8 158. 9 お4.8 

その他窯薬品 212.3 227. 0 90.1 1,581.9 771.1 

重 油 o. 2 101.9 186. J 169. 2 1伍 9

石 柑l 製 ,r,, 195. 2 336. 3 206. 8 179. 8 203.2 

コ タ ス +29，”。‘0（注〉 165. 6 381. 7 199.5 220. 0 

その他石炭製品 0.2 +5300.0（世〉 31.8 11. 5 13. 3 

化 'ff. 薬 品 181. 2 144 8 310. 5 211. 9 228. 5 
イヒ 品十 !E 料 70. 3 81. 6 117. I 95. 7 85. 8 

染そ料の，他塗化料，学合工成業樹脂品 293.8 139. 2 188.3 113.0 182. 8 

車E .. ..: ノレ プ 148.0 256 3 297.9 151 3 177. 2 

糸及び紡紙製品 164. 2 444. 6（法〉 170. 7 143. 0 247. 9 

その他繊維工業品 177.1 270. 9 256. 7 3刷 6 209. 9 

砂 備 74. 8 151.3 75. 9 87.6 1：弘Z
モ 白他食料工業品 142. 5 120. 9 109 4 142. 8 116. 6 

カ2 ん 共 124.3 393 7 180.8 213. 9 155. 3 

I.I 用 目回" 163. 2 200.口 73 3 131. 6 149.3 

コ ム 製 g日 169.4 146.1 115. 2 47. 4 151, 3 

木 製 品 103. 3 343. 8 123. 7 88.3 131. 5 

そり他製造工業品 127. 2 265. 0 48. 3 143. 8 151. 7 

金 属 〈 ず 1, 448.8 71. 3 175. 0 44. 2 89.8 

〈 ず も の 127. 5 137. 4 156. 3 78. 6 134. 3 

動植物性製造飼肥料 252 5 107.1 105.6 1-19. 0 116. 9 

廃 楽 物 127. I 64 7 126. 5 

輸送用料器 254. 4 384.8 78. 7 117. 7 164. I 

耳E 合 せ ,::. 465 3 1. 123. 8 】，0787 119.4 625. 4 

分銅不能のもの 850.0 -14鉛0.0（注〕 142. 2 77. 7 111.8 

合 184.0 183. 9 206. 2 167. 9 184. 5 

〈泊〕 44年で新たにまま場したか，企く失くなった場合，もしくは，41年が非’h'；に小さかった場合であるp
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第5表東京湾港湾計阿（42.8）の目標値と新5カ年計画の比較
（百万トン〉

［ 旧推計 （42.s) 1 ？？準1-flI 44年

愉

輸

内

仕1Jso年目標19（百万トン〉

入

貿

22 

49 

d
u
z

』

告

の

白

ワ
u

q
U

7

・

11 

16 

37 

合 計 90 136 64 （実績〉

i'1. 1）貨物一一砂利，自動車等を一部除外 2）第2港湾建設局資料より。

注 (1）経済企画庁総合計画局編「新経済社会発展計画の全貌」 p.365 
(2）港湾経済研究所「第21回港湾業務近代化研究委員会議事録」 P52
(3) 東京湾全体のマクロ推計方法については， fl目指「東京湾港湾計画の基本構想
資料」 （昭和42年8月〕 P41～50に示されている。

4. 東京湾港湾取扱い貨物量の適正化の条件

新経済社会発展計画策定の過程で確立してきた認識は，総合的な政策体系

に立脚した交通施設体系の整備，資金ならびに新事業主体の創出の必要とい

うことであった。

港湾という現実の場は，物的流通のタ ーミナノレという機能を媒介として，

大都市圏もしくは特定地域経済の地域需要を充たしつつ，圏内における，あ

るいは国際間における資本の循環を促進している。

資本の循環運動が無限である限り，なんらかの資本の転位した形の商品が

港湾、取扱い貨物となって，港湾に殺到してく ることは，これまでの経済活動

と港湾取扱い貨物量との関係からして，明白である。

ただし物的流通の目的は，それ自体を目的とすることではなく，多くは経

済的な目的に基づきなんらかの需要に応ずるための行為であるから，流通の

発生と需要の双方の地点においては， 比較優位性の原理が働く。 その 根底

になるのは，比較生産費である。従って交通用役の購入を行なう輸送者

(Shipper）は，交通｛間格が限界純収入（貨物輸送需要では発生地から需要
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地までのコストを含めて限界費用を形成する。この；場合，輸送者の側から

は，需要地において限界純収入が決まるコ〉に達するまで，負担し続ける。

また交通需要についても，価格磁力性，所得蝉力性，交叉強力性がみられ

ることは，よく知られているω。価格弾力性とは価格（流通コス ト〉と需要

量（輸送量〉との関係であり，所得弾力性とは，所得（商品購入者の収入〉

と需要量（輸送量〉との関係であり，交叉弾力性とはA商品の価格とB商品

の需要量（輸送量〉との関係である。

すなわち，①交通においては，需要弾力性に地方的相違がある，②交通用

役価格の引き Fげが与える影響には，輸送商品によって大きな差がある。

（需要が弾力的な商品ほど動きが活発化する〉。＠輸送コストの割合の小さ

い商品ほど輸送需要は非弾力的である。④輸送に伴う附帯費用が輸送量に応

じて急速に上昇するならば，交通需要も非蝉力的となるつ以上のような関係

がみられることである。∞

従って，港湾において，物資別の流動の形を変えようとするならば，

①財貨に対する需要のあり方

②交通用役コス トのあり方

の両而から検討して行く必要があることになる。

①財貨に対する需要のあり方からすれば，まず個人需要であるが，その前

に人口の流入流出に伴う社会的変動を政策的にどうするかである。経済的要

因以外でも人聞は行動するのであるから，政策的には経済的刺激を加味しな

がら，集中を回避する方法はいくらでもとりうるであろう。

結局，個々人について，快適な生活環境，安定した物価の中で、年々増大す

る所得，それに対応する耐久消費財を含む消費物資の安定供給，教育，医

療，老後廃失保障等，人的資源の開発，生活安定等を保障する社会的費用負

担の大巾増加をもって， 財貨需要の基木とされなければならなくなるであろ

う。

これは数量化すれば，次のとおりとなる。
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Civil Minimum Pi （社会的費用負担基準〉

ここでiは基準の諸側面をあらわす。例えば

i = 1. 住宅居住環境基準（現行1世帯1住宅 いまだ実現せず〉

i = 2. 服飾品供給基準 （現行自らの負担で，生活困窮者も所与分から

好きなだけ〉

i = 3. 公園施設（現行1人当たり 6m2 （都市公園法） 43年2.3mり

i = 11 葬祭基準（現行社会福祉事業で 3,000円のみ〕

要素の異った基準であるが，これを費用に換算し，さらに物量として算出

する。1期間単位の必要経費，必要量（維持費だけで済むものも当然、ある〉

と当該対象地域の人口動態とを掛け合わせれば，当該地域に必要な物資別の

数量（需要量〉が出てくる。

実質物資別需要量＝必要物資別需要量×（ 1一地域内自給率〉

すなわち，J:C=J:Ri(1-Q) Qは地域内自給率， Rは必要需要量さらに

成長率系数をkとすれば，1期間単位の個人需要は（l＋的 LC;で増大して

いくであろう。

地域内の重複移動率をJとすれば， (1 +l) (1 ＋め J:Ciが個人需要を充

たす当該地域の物資別流動量となるわけである。この流通コストは非弾力的

である。

次に，企業需要に係る物的流通についてであるが，人口に比べ，弾力性が

大きいとみなければならなし、。

資本集積の便益に従って，企業の立地は進み，さらに資木の集積は進行す

るのであるが，集積の効用の限界に速すと，企業活動を縮少し， 停止し，他

地域へ移動することになる J 企業活動は経済的行為そのものであるから，貨

物輸送需要に対しては，極めて大きな影響をもたらす。現体制ではむしろ企

業需要が貨物輸送需要をリ ードしているとみるべきであるが，企業において
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自家1自立されるものと加工され，あるいは販売されて再び市場に出ていくも

のとを区別する必要はある。重複輸送需要は，加工ばかりでなく，限界純収

入の発生地点まで起こり続ける，企業活動は自由である｜浪り，そこで発生する

貨物輸送需要に係る輸送コストについては，企業の限界費用の中で，企業の

責任において負担すべきであり，情報ネットワークの広域的な形成が，輸送

需要の適H寺発生，配分，相殺に役立ち，企業の輸送コストを引き下げること

を可能にさせる。こうして輸送コストの中に新たに情報コストを加味させる

必要が生じてくる。

地方自治体政府 ・公共機関を含む需要については，物的施設としては，大；＇；＇

分が社会資ヌkを形成す－るものであつて， 生産的もしくは社会的消費に役立っ

ている。ただし，公的資金を使うためp 政府計画に従う場合が多いが，首都

圏整備の構想等においてみられるように， 地域投資の基準あるいは地域開発

の長期計画については不定の部而が多く，総合性に欠けている。政府 ・公共

機関需要については，機関内の消費物資と社会資本として対象化される物資

とに分けて考えておく必要がある。定量的には，この流動量は政府公共機関

の予算支出や財政計画，事業計画を積みあげる他はなし、。この需要は極めて

弾力的であるといえる。

物的流通の計画化を進めるためには，例えば昭和45年8月， 産業構造審議

会の通産大臣への中問答申「流通近代化地域ビジョン」をみれば，地域聞の

流通機能の分担についてふれ，次のようにいっている。

「わが国の経済，社会が地域的に調和のとれた均衡ある発展を遂げるため

には，流通部門においても，各地域相互間の流通機能の分担，および各地域

内て、の流通機能の分担が流通近代化の方向に即して，合理的かつ体系的に考

えられなければならない」∞

と指摘した。そして報告の中で地域流通近代化に関する施策のうち，物的

流通施設の適正配置計画の確立とその推進，情報化政策における地域的配慮

を冒頭に掲げ，内陸，海岸を一体とした特に商的流通と物的流通の近代化へ
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の指針を示したのであるが，流通計画において情報の重視が特徴的である。

首都圏地域内の貨物流通の状況も，昭和41年度貨物地域流動調査で明らか

になるように， 地域内発総貨物量10,6億ト ン（対全国比34.1%），地域内着

総貨物量10.8億トン（対全国比34.75紛このうち地域内発着が10.2億トンで

あり，貨物流通の実状はp地域内としても京浜葉で半分近く占め，輸送機関で

は自動車による場合が90%近くになっている。 これで知られるように，（4）首

都圏でも，特に東京湾周辺部を自動車で物資が交互に往来していることは，

この周辺部でいかに取引ならびに需要の型が多様であるかを表わしている。

次に②交通用役コストのあり方の問題がある。

交通用役コストについては，施設用役コス トの負担という側からみれば，

一般には費用基準方式（CostBased Pricing) と需要基準方式（Demand

Based Pricing）に大別される。需要基準方式で行けば，交通需要の増大に

応じ，高くなり，減少するにつれて安くなる。この結果，貨物の性格，負担

力に左右され，国民消費関連必要物資のような需要弾力性に乏しい貨物につ

いては，コスト・ インフレとなる恐れがある。価格基準方式では，厳格に価

格の中に管理費を含むものとして交通施設の償却を行ないうる運賃料金が徴

収されるならば，まず問題は少ない。償却期間を短縮しようとすると，負担

が大きくなる関係にある。しかし価格額の決定をどうするかは， 受益者負

担，目的などなお検討の余地はある。（5)

さらに用役供給の似I］からみればi用役供給量の拡大は，輸送需要を換起す

る。港湾が整備されれば，貨物は集まってくる傾向があるの （貨物輸送需要

の発生要因は木来別にあるのであるが，（更益を求めて流れてくる。〉

また交通用役の価格は，経済的にみれば，優等地（大都市需要地に所在す

るもの〉と劣等地（地方過疎地域に所在するもの〉との間で，差額地代と類

似の差を生じる。東京湾、内においても，この関係が成立するといえる。そう

なれば，優等地なり優等地港湾、をどう判別するかという問題が出てくる。

こうしてp 東京湾内の港湾取扱い貨物量：の適正化条件は定められる。
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まず，広域的に財貨の輸送需要を海上（港湾経由〕分と陸上分とで構成さ

れるものを検討する。海上陸上相互に融通しうるものは融通しあうことがで

きるが，経済活動が土台になるので，経済活動のガイドとなる地域経済，国

民経済，国際経済の相関式を当該地域の参加をもって策定するようにしなけ

れば，地方自治体としての責任はもてないことになるであろう。適正化の基

礎には，住民と企業に対する地方自治体の密着強力な接触がない限り困難の

ように思われる。

注 （1）綱l原併夫「交通の経済理論J （昭和42年） p. 30 
(2) 同前掲書p.32 

(3）通産省企業局編「地域経済と流通近代化」 （昭和45年8月） p .65 

(4）問ヒ p.116 

(5）経企庁総合計画局編「新経済社会発展計画の全貌」 p.574 

fil（直接的Wli格方式一一運賃料金
論J間接的価格方式｜一受益者負担
塗｜ ｜一一目的税

語l租税政策 一一一般財源

5. 広域港湾管理へのシステムズ・アプローチ

さて，東京湾における広域港湾管理運営体制には，なにを期待することに

なるであろうか。

「現状の体制では，港湾の管理運営の面においては，計画面のごとく簡単

に港全体の一元化， あるいは，広域港湾管理という段階を期待することはで

きないコこの点，将来，東京湾を広域港湾と してさらに有効に利用していく

ためには，より一体的かつより総合的な管理運営の体制を整備することがの

ぞまれ，またそのような方向に進められなければならない。 」ω

港の一元管理，有効利用に価値理念をみている論理であるが，一元管理も

手段であって，有効利用が目的価値と推定できる。普通，広域港湾問題を取り

扱う場合，多元的な管理体制により生じる非合理，非能率の解消が念頭にお

かれる。もう一つの重要な理向に，建設資金の調達に係る問題があり，港湾、
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管理者が地方自治体であることから，地方財政を圧迫する心配があり，整備

のテンポに遅れをとるのではないかというおそれである。

基本的な問題は，とりわけ広域港湾の管理運営と建設資金に関する限り，

地方自治の理念を原則とする港湾法の立場を守るかどうかという点が1つで

あり，港務局の業務が今日の交通体系の総合的整備，利用が必要とされる段

階で，単に港湾、施設面のみで，特定地域の陸上の輸送手段や輸送施設も包含

するような管理運営的機能をもたないで‘済むのかという点である。さらに，

港湾管理者と私的企業との競合業務が現出している中で，港湾管理者の業務

が私的企業活動の補助をするに留まり，実質的には，私的企業活動を補完す

るような範囲で，低廉なサービスを提供することが要請されているにすぎな

いのであるが，この姿のままでよいかという点。第3に建設資金に関するも

のでもあるが，港湾における収入のあり方についても，単なる物的施設使用

料金であってよいのかという点。現に港湾管理者が相当数の人員を港湾管理

のために割いている状況や地方債の発行，市中銀行借入れなどに伴う利払い

等いわゆる企業会計における一般管理費相当の費用，あるいは港湾施設の地

代相当分や原価償却に関する費用，こうした費用負担が地方自治体構成員の

住民負担にのみよるべきであるかどうか一一この点については，私は既に

「港湾利用料金」の設定による港湾財政自立化の構想を出している∞一一物的

施設の利用にのみ重点をおいた料金体系でなく，機能利用の料金体系への変

革が必要なのではないかという点，以上の 3点が広域港湾問題へのアプロー

チの関門だと考える。東京湾での港湾取扱い貨物量も，こうした関門を経る

ことにより，適正化が図られると思われる。

第1のチェックは，東京湾地域がわが国経済活動の心臓部に当たっている

ことから，物的流通が単に地域需要にとどまらず，全国的な循環機能をもつ

ほか，国際的にもアジアの中心点的流通センタ ーともなりえているのである

が，そのような地位を東京湾関係自治体，神奈川県，東京都，千葉県3都県

下の県市に委ねるか，どうかということである。陸上における貨物流動およ
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び海運貨物の背後閤とを考慮するならば， この者f~県内で80パーセントをカパ

ーすると推定できること，ω また人口集中度からいっても，首都圏 1都8県

の昭和50年推定34,550千人中，その62）＇，：；をこの1都2県で占めるに至るであ

ろうこと，この2つの理由から，東京湾広域港湾管理主体は， 1都2県生市

の地方自治体のなんらかの連合組織であって，自治体の一部事務組合の権限

によるばかりでなく，これに外貿埠頭公団，国の機関の機能の一部を吸収す

るものでなければ万全とはいえないで、あろう。この管理主体を国の機関とし

たり，公団とすることは，港湾法の趣意にそむくものとなるであろう。

第2に，港務局の業務の範囲をどの程度まで限定したならばよいかという

問題である，私的企業活動を港湾において自由に認めるかどうかという問題

を含むのであるが，さらに多元管理から一元管理へ移行するに当たっては，

地域開発や地方自治体単位の総合計画との調整が円滑にすすむように保障さ

れること，総合的交通体系の施策にも適応できる権限が加わってくること，

管理機能に経済採算（能率と低コスト，良質のサービスの確保〉の原理が据

えられることであろう。私的企業活動と競合する業務については，新たにそ

の私的活動を公共の福祉の法理に基づく基準において，認める方向が望まし

いと思われる。

流通計画でも 情報が重視されたように，港務局の中にこの港湾情報サー

ビス業務が加わって くることは，必至であるが，通信と交通施設との分離が

機能面でも物的なものと非物的なものとに対比されるわけであるので，港湾

管理業務の中に入れるべきであるかどうかは，新主体に地方自治体以外に他

の民間資本や政府資木が参加するかどうかにも係わる問題であり，にわかに

断定しがたいように思われる。

第3に，港湾収入の適正な確保である。もとより広域管理主体は，関係地

方自治体の議会を通してのチェックは必要であり，基本財産は自治体有であ

り，職員も自治体派遣を中心とすると思われるのであるが，全体としては，

独立していることが当然、望ましいのであるから，原則的には，地方自治体の
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一般財源、から出資を受けないで済むような採算ベースにのっていなければな

らないはずで‘ある。この見方は，一応おくとしても，港湾は物的施設により

かつ人的組織によって一定のの機能を提供するタ ーミナノレで、あることは，別

記のとおりであり，そのターミナノレ機能を維持拡大する条件として，利用者

なかんす．く商品の所有者が港湾利用料金を支払う義務があると思うのであ

る。自らの負担において企業活動を営む以上，低コストを実現する戦略を情

縦ネットワ ークを利用し，より低廉な交通用役の選択を図りながら，企業活

動を続けるべきであろう。また物価問題として，政策的に公共料金を規制す

べきではないかとしづ議論については，むしろ「管理価格Jとして形成され

る寡占市場の価絡操作こそ別途に追究されるべきであろうと考える。

注 (1) 運輸省第2港湾建設局「東京湾における広域港湾計画」 （昭和43年） p .29 
(2) 拙稿「ターミナノレ・オベレーツョンと「公共性」の経済的意味」 c 1::1木港湾
経済学会年報 No.8)
13）東京湾内の移出入貨物のうち， i管内諸港聞を流動している貨物量の比率は60
ノξーセγ ト以上となるであろう。

私の試算では，湾内（正しくは千葉県，東京都，神奈川県下各港計〉の昭荊J44年移
出.ill：計95,992.787トンのうち，湾内向け分は57,103, 352トンとなった。この割合では
59.4パーセントである。需要・立地・取引の性絡により，海上においても，重復流動
は大きいとみてよい。
i管内貨物の交錯流動については，別にこれをとりあげるつもりである。


